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外国語 コミュニケーション英語Ⅱ ３ 第３学年 

MY WAY English 

CommunicationⅡ 

New Edition 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅱの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力をつける

授業です。そのため、ペアワークやグループワークも取り入れ、音読や考えを相手に伝えるなどの言語活動を多く行い

ます。積極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法は「英語を使う」ことを意識して、実際のコミュニケーションに活かせることを目標にしましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・関連する映像や

読んだこと、学

んだこと、また

経験したこと

などに基づい

て、情報や自分

の考えについ

て話すことが

できる。 

・簡単な質問に、

素早く正確に

答えることが

できる。 

コミュ英Ⅱ 

インタビュ

ーテスト 

スピーチ 

・関連する映像や読

んだこと、学んだ

こと、また経験し

たことなどに基づ

いて、情報や自分

の考えについて、

簡潔に書くことが

できる。 

・簡単な質問に、正

確に答えを書くこ

とができる。 

コミュ英Ⅱ 

定期考査 

 

・関連する対話や

紹介文などを聞

いて、情報の概

要や詳細をとら

えることができ

る。 

・テーマに関する

質問を聞いて、

内容を理解する

ことができる。 

コミュ英Ⅱ 

リスニング

テスト 

定期考査 

・説明や物語な 

どを読んで、情

報の概要や詳

細をとらえる

ことができる。 

・内容に関する

質問の答えを、

正確に探し出

すことができ

る。 

コミュ英Ⅱ 

リーディン

グテスト 

定期考査 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

文法等の知識を身に付け、正

しく運用できているかどう

か、また知識の背景にある文

化などを理解しているかどう

かを的確に評価できる方法で

実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ５ 

( 10 時間) 

日本のろう者女

子サッカーチー

ムの活躍を知

り、努力と不屈

の精神を学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・世界のサッカーチー

ムについて知ってい

る情報や、サッカー

の由来について、間

違うことを恐れず、

積極的に話す。 

・各セクションを読む前

に、世界のスポーツや

サッカーについて、ワ

ークシートに基づいて

ペアで伝え合う。 

・ろう者女子サッカー

やワールドカップ

について、間違うこ

とを恐れず、積極的

に話している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・ろう者女子サッカー

チームの活躍につい

ての説明を読んで、

自分の意見を関係代

名詞を使って簡潔な

英語で書く。 

・本文を読んで、各国の

ろ者女子サッカーチー

ムの現状をワークシー

トに要約する。 

・自分の意見をまとめる。 

・ろう者の女子サッカ

ーチームについて

の説明を読んで、自

分の意見を関係代

名詞を使って簡潔

な英語で書くこと

ができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

 

「外国語理解の能力」 

・例示や表現に注意し

て、ろう者女子サッ

カーチームの活躍と

不屈の精神に関する

情報の概要や要点を

捉える。 

・セクションごとに、概

要や要点を捉え、ワー

クシートにメモする。 

・例示や表現に注意し

て、日本のろう者女

子サッカーチーム

に関する情報の概

要や要点を捉える

ことができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞の使い方

を理解する。 

・例示の使い方を理解

する。 

・本文中で用いられて 

いる意味や用法を   

確認する。 

・関係代名詞の使い方

を理解している。 

・例示の使い方を理解

している。 

・言語の使用場面と 

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 

Lesson ６ 

(10 時間) 

科学的な内容の

英語を読み、宇

宙エレベーター

について知る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにおいて、

互いに協力しながら

会話を続ける。 

・各セクションを読む前

に、宇宙について知っ

ている情報について、

ワークシートに基づい

て、ペアで伝え合う。 

・ペアワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・読んだことに基づき、

宇宙について知って

いることについて話

す。 

・ペアで、メモに基づい

て、宇宙について伝え

合う。 

・読んだことに基づ

き、宇宙エレベータ

ーについて話すこ

とができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・宇宙エレベーターに

ついて、またその完

成における恩恵を理

解する。 

・セクションごとに、関

連した映像などを見な

がら、イメージととも

にその内容を理解す

る。 

・宇宙エレベーターの

困難さやまたその

恩恵を理解するこ

とができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・完了形や未来進行形

の使い方を理解す

る。 

・本文中で用いられて 

いる意味や用法を確 

認する。 

・完了形や未来進行形

の使い方を理解し

ている。 

・言語の使用場面と 

働きを意識した定 

期テストの筆記テ 

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 



 

  

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ７ 

( 10 時間) 

ZARD のボーカ

ル坂井泉水さん

作詞の「負けな

いで」を通じて、

音楽が人々に希

望と勇気を与え

ていることを学

ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・聞き取れない箇所や

未知の語句があって

も、推測するなどし

て聞き続ける。 

・セクションごとに、本

文の音声を聞き、ワー

クシートにメモする。 

・聞き取れない箇所や

未知の語句があっ

ても、推測するなど

して聞き続けてい

る。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・本文の内容に基づき、

ZARD の好きな音楽

について、理由と共

に簡潔に書く。 

・本文の内容に基づき、

ワークシートに英語で

書く。 

・本文の内容に基づ

き、 ZARD の好き

な音楽について、理

由と共に簡潔に書

くことができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・ZARD や坂井泉水さ

んに関する情報の概

要や要点を捉える。 

・セクションごとに、本

文の音声を聞き、ワー

クシートにメモする。 

・ ZARD や坂井泉水

さんに関する情報

の概要や要点を捉

えることができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・助動詞の使い方を理

解する。 

 

・本文中で用いられて 

いる意味や用法を確 

認する。 

・助動詞の使い方を理 

解している。 

・例示（such as や 

like）の使い方を理 

解している。 

・言語の使用場面と 

働きを意識した定 

期テストの筆記テ 

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 

Lesson８ 

( 10 時間) 

世界の言語の中

にはピジン語と

いう混合語があ

ること、この言

語も立派な言語

であることを学

ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・世界の言語やピジン

語について、間違う

ことを恐れず、積極

的に話す。 

・各セクションを読む前

に、日本語以外の外国

語について、ワークシ

ートに基づいて、ペア

で伝え合う。 

・外国語や混合語につ

いて、間違うことを

恐れず、積極的に話

している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・読んだことに基づき、

外国語やピジン語に

ついて、簡潔な英語

で発表する。 

・日本語以外の興味のあ

る外国語についてその

理由を英文で書き、ク

ラスで発表する。 

・読んだことに基づ

き、外国語や混合語

について、簡潔な英

語で発表する。 

・授業時間を利用し

て、スピーチを実施

する。 

「外国語理解の能力」 

・日本語以外の言語に

興味をもった理由と

なぜ興味を持ったか

を理解する。 

・セクションごとに関連

した映像などを見なが

ら、混合語や外国語に

ついて読み、イメージ

とともにその内容を理

解する。 

・外国語や混合語につ

いて読んだことを

理解する。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・仮定法過去、仮定法

過去完了の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられて 

いる意味や用法を確 

認する。 

・仮定法過去、仮定法

過去完了の使い方

を理解している。 

 

・言語の使用場面と 

働きを意識した定 

期テストの筆記テ 

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 



 

Lesson ９ 

(10 時間) 

チャップリンの

幼少時代、青春

を通じて、貧し

さや困難の克

服、悲しみを笑

いに変えた生き

方などを学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークにおいて、

互いに協力しながら

会話を続ける。 

・チャップリンが世界か

ら愛される理由につい

て、ペアで考えながら、

推測する。 

・ペアワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・チャップリンが世界

から愛される理由を

簡潔に書く。 

 

・セクションごとに、チ

ャップリンについて興

味を引かれた内容につ

いて、ワークシートに

英語で書く。 

・セクションごとにチ

ャップリンについ

て興味を引かれた

内容についてワー

クシートに英語で

書くことができる。 

 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

 

「外国語理解の能力」 

・チャップリンの生き

方や半生について概

要や要点を捉える。 

・セクションごとに、関

連した画像を見なが

ら、チャップリンの生

き方や半生について理

解する。 

・チャップリンの生き

方や半生について、 

概要や要点を捉え 

ることができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・分詞構文や付帯状況

“with”の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられて 

いる意味や用法を確 

認する。 

・分詞構文や付帯状況

“with”の使い方を

理解している。 

 

・言語の使用場面と 

働きを意識した定 

期テストの筆記テ 

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 


